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あなたと町を結ぶ広報

毎月1回1日発行

ホームページやフェイスブックは、
携帯からもご覧いただけます。
ＱＲコードをご利用ください。
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27
32

ご成人おめでとうございます
みんなでともに乗り越えよう
確定申告
保健だより・家屋解体Ｑ＆Ａ
浪江町復興支援員通信
まちの話題
みんなの図書館
情報ぴっくあっぷ
浪江のこころ通信 
連絡先一覧

今月の表紙 

祝 平成28年浪江町成人式（１月10日　二本松市安達文化ホール）

2016 FEBRUARY

平成28年２月  No.601
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津島地区

請戸・幾世橋地区

大堀・苅野地区
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浪江地区
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東京電力の提示金額に納得できない方など、どなたでも当センターをご

利用頂けます。現在の申立て以外の損害についても、申立て可能です。ま

た、裁判よりも手続が簡便かつ無料※1で、ご本人様お一人でも申立てがで

きます。証拠書類がない場合でも申立て可能であり、仲介手続きの中で、

センターの調査官が不明な点を丁寧にお伺いします。

手続きが終了している15,864件のうち、８割強である13,212件※2が和

解成立に至っています。 ※１ 送料等の実費は発生します。※２ 平成27年12月末現在の件数です。

　　　　　　　　旧警戒区域から避難した複数の母子家庭世帯につい

て、母子家庭で就労する母親や保育を要する子らに関して、原発事故前に

は親族、社会から得られていた周囲のサポート環境や就労環境の原発事故

後の悪化等の事情に応じて、精神的損害の月額３割から９割の増額が認め

られた事例（和解事例816）。

※和解事例は、あくまで申立人の個別事情に基づいて和解した例であり、一般的に適用される基準で

はありません。

原子力損害賠償紛争解決センター　
無料電話　0120（377）155

　復興推進課情報統計係　　0243（62）4731

町内で営業を再開しました

町は、避難先であらたにスタートした企業・店舗や
町内で営業をスタートした企業・店舗を随時、町ホー
ムページや広報誌でご紹介しています。

　 http://www.town.namie.fukushima.jp/

ふるさとを離れ、ふるさとを想いながら避難先であ
らたにスタートした企業・店舗の皆さん、町の復興に
向けて町内で営業をスタートした企業・店舗の皆さん
を応援してください。

＊掲載ご希望の企業・店舗の方はご連絡ください＊
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みんなでともに
乗り越えよう
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所得税 
住 民  
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町民税務課課税係　　
0243（62）4735

確定申告
税 申 告の相談
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家屋等解体に関する &&

家屋等解体申請の受付
　
株式会社高島テクノロジーセンター
（環境省受託業者）

　 　 　 0120（603）016
　
●二本松市北トロミ573番地
　（浪江町役場二本松事務所敷地内特設建物）
●受付時間：平日　８時30分～16時30分

家屋等解体のお問合せ
　
浪江町除染および災害廃棄物等に関す
る相談窓口（環境省）
　 　 　 0120（505）043
　
●浪江町大字幾世橋字六反田7－2
　（浪江町役場本庁舎１階南側）
●受付時間：平日　９時～17時

家屋のみしか解体はできないの？

例えば、物置のみ、ブロック塀のみの申請

も可能です。

　上記のような、家屋（空家を除く）以外

のみの解体申請の場合は、建物のり災証明

書は不要で、直接解体申請ができます。ま

た、店舗のみも同様に直接解体申請ができ

ます。　

　

家屋等の解体申請をしている場合、解体が

終わらないと除染はしないの？

　解体申請している家屋等以外の箇所は、

除染作業を行います。解体申請の家屋等

は、解体・撤去することで除染完了となり

ます。　

　

まだ家の中の片付けが終わっていないが、

解体が決まってから作業開始まではどのく

らい期間があるの？

　解体が決まりましたら、環境省から必ず

連絡があります。その後、現地立会いを経

て作業が開始されますが、この期間がたい

へん短い場合もありますので、必要なもの

の取り出し等は早めの準備をお願いしま

す。なお、屋内の必要ないものは解体作業

時に片付け・回収しますので、そのままで

大丈夫です。

解体申請している人が大勢いるので、まだ

解体申請しなくても大丈夫？

家屋（空家を除く）の解体には、建物のり

災証明書（半壊以上）が必要です。り災判

定の申請については、町民税務課にお問い

合わせください。なお、解体申請受付から

作業開始まで相当な期間を要します。

　解体申請の受付終了期限は、現時点では

決定してませんが、いずれ終了しますの

で、早めの解体申請をお願いします。申請

後のキャンセルも可能です。

東電賠償が終わっていない建物でも、解体

申請はできるの？

東電賠償が終わっていないのに建物を解体

してしまうの？

東電賠償が終わっていない建物でも解体の

申請はできます。

　解体申請を受け付けても、東電賠償が終

わっていないうちは、解体は行ないません。

         家屋のり災判定が半壊以上でなければ、解

体の申請はできないの？

り災判定で一部損壊であっても、荒廃を加

味して半壊相当以上であれば、解体の申請

ができますので、家屋（空家を除く）につ

いては、早めの建物り災証明の申請をお願

いします。

東日本大震災により被災した、避難指示解除準備区域または居住制限区域
に立地している家屋等の解体申請を受け付けています。

帰還困難区域については、復興・帰還に向けた取組みとともに対応を検討中です。

詳しくは下記へご相談ください。
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　健康保険課健康係　　0243（62）0168�������	
������
����

�������	
��

�������� ��������	
�����

���������������	
�

������������	
����

��������	
�����������

�������

��������	
�����������

�������	
��

��������	
����	�

����
��������

���������	
��������������������������������

�

�������	
������������������
����������� �

���������	
�������

��������	
�������������������� �!"��#�$%���

�������	
�������������������	����

�������	
�������������	������������

��������	
�����������������������

�������	
�����������

�������	
�����������������������

�������	
���������������������� !"#��������

�������	
��������������������� �!"#�$�

�������	
���������	��������������	� �!�"#�

�������	
���

�������	������������������

�� � �����������������������	
��������	��

�������	
�����������������	
��

������
���������

����������

���������	�

���������	�
�����������

�������	
���
��������
�����

���

浪江町ホームページの
トップページで
浪江町ダンベル体操の
ボタンを押します

����������	
�
���������
�������	�

�������	
���������

�������	
����

�������	
���������

�������	
�	��������

����

�������	
��������

&

　 
●

●

　 
●

●



����

　生活支援課 避難生活支援係　　0243（62）0305

浪江町復興支援員通信
　浪江町は、町で委嘱した「浪江町復興支援員」を、１府９県に２８名配置して
います。全国に避難されている浪江町民一人ひとりが抱える不安や悩み、浪江
町への想いに向き合うべくサポート活動を行っています。
　戸別訪問や情報発信、交流会の開催など、少しでも皆さんの力になれるよう、
「どこに住んでいても浪江町民」を合言葉に活動を行っています。
　第３回目の今回は、群馬県駐在、茨城県駐在、京都府駐在の３拠点の活動状
況を紹介します。

訪問や交流会で伺った話の内容
（一部）
●自治会を立ち上げて、若い世
　代や地域の方とも交流してい
　きたい
●年齢的に再就職はむずかしい
●一時帰宅すらできない子ども
　たちに、どうやって町の事を
　話せばよいか悩む

交流会の
様子

冨川 土田

町ホームページ右下の「浪江町復興支援員のページ」
より復興支援員のブログがご覧いただけます！

交流会開催状況（一部）
月 交 流 会 名
５ 月 浪江町交流会 in 結城（茨城県結城市）

６月 浪江町 4県合同交流会（栃木県大田原市）

６月 ぶらり上州の旅　～アジサイ鑑賞～

10月 安曇野バスツアー
10月 大洗バスツアー

4月～10月の個別訪問
訪問地区

群馬県、栃木県、
新潟県、長野県

訪問件数

103 件

群馬県駐在

森 田中

石田 八橋

............................................................................

関根関根 小田小田

長野長野 荒木荒木

群馬県駐在は高崎市を拠点に、４つ
の県を担当しています。1,130人
の浪江町民が避難しており、一人
ひとりにきめ細かい支援をしてい
きます。

�����������	
�����

訪問や交流会で伺った話の内容（一部）
●避難先の情報がほしい
●浪江町は、何をするにもよい土地だったと思う
●近所に知り合いが少なく、孤独感と閉塞感を感じる
●避難先での進学を決めている
●新しい家を建てた

訪問や交流会で伺った話の内容（一部）
●浪江町の話をしたい
●こちらで生きていくことを決めたので、一日一日を
　明るく過ごしたい
●子どもたちは新しい友達もでき、環境になじんで
　きているが、浪江のことを忘れないでほしい

冨川冨川 土田土田

4月～10月の個別訪問
訪問地区
茨城県

訪問件数
239 件

茨城県駐在

京都府駐在

森森 田中田中

石田石田 八橋八橋

京都府駐在です。町民の皆さんの力に
なれるようがんばりますので、よろし
くお願いいたします。

交流会開催状況（一部）
月 交 流 会 名
８ 月 バーベキュー交流会（東海村）

10月 共助社会づくりフォーラム（水戸市）

10月 ハモナカフェ食事会（牛久市）

茨城県駐在です。現在でも 1,005 人
の町民が避難しており、抱える悩み
は様々です。少しでも皆さんのお力
になれるよう精一杯がんばります。

関根 小田

長野 荒木

交流会の様子

交流会の様子

4月～10月の個別訪問
担当エリア

富山県、石川県、福井県、
滋賀県、京都府、大阪府、
兵庫県、奈良県、和歌山県、
鳥取県、岡山県、香川県

訪問件数

45 件



左から　鈴木さん、林さん、谷田さん

１月１日付けで、人権擁護委員に任命

されました。

よろしくお願いします。

【再任】林　心澄さん（小野田）

　　　　鈴木惠一さん（加　倉）

【新任】谷田謙一さん（酒　井）

１月９日、米国ハーバード大学経営学大学院の

学生37名が、大堀相馬焼協同組合（陶芸の杜おお

ぼり二本松工房）を訪れました。同大学院では、

ＭＢＡ（経営学修士）の授業の一環として、東日

本大震災後に様々な新しい動きが生まれている東

北地方を毎年訪れていますが、福島県を訪れるの

は今回が初めてということです。

この日は各地に分散した窯元のなかから４窯元が

二本松に参集し、プログラムに協力してくれまし

た。学生の皆さんは陶芸を体験したあと、窯元の皆

さんから大堀相馬焼の現状を学び、この伝統をどの

ように将来へつないでいくかを考えるワークショッ

プに臨みました。短時間にもかかわらず、各チーム

からはマーケティング手法や後継者育成など核心を

つく提案が発表され、代表して講評を述べたいかり

や窯の山田さんと松永窯の松永さんは、「どれも参

考にしたい」と話していました。

左から
いかりや窯・山田さん、
陶徳窯・陶さん、
半谷窯・半谷さん、
松永窯・松永さん

いかりや窯・山田慎一さん 松永窯・松永武士さん

����

皆さまの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　復興推進課情報統計係
0243（62）4731　　

浪江中学校２年生の齋藤姫乃さんの作文「世界の差別」

が、福島地方法務局いわき支局長・いわき人権擁護委員協議

会長より『奨励賞』を受賞しました。本年度は県内186校か

ら8,624編の応募がありました。

また、全校生が応募した浪江中学校に対し、法務省人権擁

護局長並びに全国人権擁護委員連合長より感謝状が贈られま

した。

大晦日の正午から、北幾世橋の大聖寺で「除夜の鐘」つき

が行われました。夜間の立入が制限されているため、今回も

白昼の行事となりましたが、集まった檀家の皆さんは住職と

ともに祈りを込めながら百八回の鐘をならし、町内に響きわ

たりました。

川添芸能保存会の石沢孝行会長らメンバー約10人は、元日から福島市内の

仮設住宅などを訪問し、多くの町民の前で川添地区伝統の獅子舞「川添の神

楽」を披露しました。

川添地区に伝わる神楽は、家内安全や無病息災を祈って、正月やお盆など

に披露されていました。震災後は活動を休止していましたが、一昨年に活動

を再開しました。保存会のメンバーの皆さんは各避難先から集まり、練習を

重ね、地区に伝わる伝統をつないでいこうと取り組んでいます。

12月28日に双葉警察署より感謝状が贈られた、浪江地区防

犯指導隊と浪江町防犯見守り隊の君島勝見隊長と高橋政雄副

隊長が１月12日に役場二本松事務所を訪れ、町長に報告をし

ました。

この感謝状は、仮設住宅の防犯巡回や町内の防犯見守りの

活動など、地域安全活動の功労をたたえたものです。
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん

　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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＋ 浪江町応急仮設診療所のお医者さん
　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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　　　　■日時・場所■　２月21日（日）
〈福 島 市 内〉10時頃～　　　北幹線第一仮設住宅
　　　　　　　11時30分頃～　笹谷東部仮設住宅
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復興推進課 情報統計係 　　0243（62）4731　　0243（22）4218

なみえタブレット 通 信

２月からなみえタブレットに新機能 続々登場！
「うけどん」のファミリーも！？

　いつもなみえタブレットをご利用いただきありがとうございます。
２月、３月と新しいアプリ（新機能）が利用できるようになります。今回はその特徴
を紹介します。

▲

「なみえ新聞」が生まれ変わります！
　３月上旬に、なみえ新聞の紙面を刷新する予定です。写真投稿コーナーもリニュー
アルし、気に入った写真に「いいね！」とコメントできるようになります。ぜひご
使用ください！
　そのほかにも続々新機能が登場する予定です。詳しくは、なみえ新聞や広報なみ
えでお知らせしますので、確認してください。

▲

離れた人とも簡単に連絡できる「つながっぺ」
　「つながっぺ」は、離れた人と写真を送ったり、スタンプ
を送ることができる機能（アプリ）です。スタンプは、右の
絵のように、かわいいキャラクターと文字がセットになっ
たもので、相手に送ることができます。
　文字入力が苦手な方でも簡単にやりとりができますよ。
浪江町タブレット公式キャラターの「うけどん」をはじめ、
うけどんの家族も登場する予定です！お楽しみに！

　「つながっぺ」を利用するには、Play ストア　　　　から
「浪江町」で検索してください。なお２月上旬に、なみえ新
聞に記事を掲載しますので、そちらをご確認ください。

出前講座の
お知らせ

～あなたの街で講習会～

浪江町役場では、町民の皆さまのご要望に応じて講習会を実施して
います。ご近所で何人か集まって頂ければ、全国各地にお伺いします！
お気軽に、復興推進課 情報統計係までお問い合わせください。

タブレットの新規申込みは、平成 27年 12月 31日で締め切りました。ありがとうございました。

つながっぺで使えるスタンプ
「あだたらちゃん」

２月上旬～
利用可能

３月上旬～
利用可能

お
元
気
で
す
か
？

誠意と技術で奉仕する

東北工業建設株式会社
本　　　社 〒979-1502 浪江町大字藤橋字原 59-1
福島事務所 〒960-8252 福 島 市 御 山 字 検 田 5 8 -1
　　　　　 TEL.024-573-4127  FAX.024-573-4128

福島駅→

信夫山
トンネル←飯坂 IC

ヤマダ電機

福島事務所

ご自宅のお悩みございませんか？
etc・・・ご相談ください！修 繕

お問合せは
担当のおざきまで
お気軽にお電話下さい。
024-573-4127

従業員 
随時募集中！  片付け 清 掃
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消防署からのお知らせ

冬期間は空気が乾燥し、
火災の発生が多くなります。
火の元の管理を徹底し、
火災予防に努めましょう。

今回は、この火災原因の対策を紹介します。

火事と救急は119番
浪江消防署　 0240（34）7360
富岡消防署　 0240（25）2119

　日本における火災の原因で最も多いのは放
火です。放火の疑いを含めると火災原因の
18.4％を占めています（平成26年値）。家の
周りに燃えやすいものを置いていると危険性
が高まりますので、十分注意しましょう。
　また、たばこやこんろが原因となる火災も

多くなっています。暖房器具を含め、火気を使用した後には
完全に火を消したことを確認しましょう。

●こんろ……こんろは食事の準備など、一年中使う身近なもの
です。そんなこんろも使い方を間違えると危険です。
　普段、こんろを使用する際に周りに燃えやすい
ものを置いていたり、急な電話などで目を離して
しまうことはありませんか？

こんろから離れるときは、必ず火を消しましょう。もしもの
出火のために消火器を準備しておくことが有効です。

●たばこ……たばこの火は、とても小さいので見落としがちで
すが、火災につながる危険な火種です。
　寝たばこをしていませんか？寝たばこは、たば
こ火災の原因トップであり、死につながります。
絶対にしない、させないを徹底してください。

灰皿には水を溜め、完全に火が消えたことを確認してから、
決められた場所に捨てるようにしましょう。

●放火および放火の疑い……火災の一番の原因が人の手によるも
のです。自分では放火を防ぐなんてできないよと
思っていませんか？
　まず放火は、管理されていない建物が狙われる。
すなわち、人の目が届かないところほど、放火犯に

とって都合がいいのです。
安易に侵入されないように施錠をしたり、燃えやすいものを
周りに置かないようにすれば放火の可能性を減らせます。
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　平成23年３月11日に発生した東日本大震災、

そして福島第一原子力発電所の事故により、福島

県内外に分散避難した浪江町民。長期化する避難

生活、先の見えない不安の中で、町民の皆さんが

どのような思いで生活し、ふるさとへの思いを抱

いているのか。

　こうした町民の思いをつなげるために、“浪江の

こころプロジェクト”が立ち上げられました。

一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム（※）

が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学等の皆さ

んが取材を進め、浪江町との連携のもと「浪江の

こころ通信」が編集・発行されます。

　浪江のこころプロジェクトは、分散避難してい

る町民の皆さんの声を「浪江のこころ通信」を通

してお届けし、ふるさと浪江町がかつての暮らし

を取り戻すことへの願いとこだわりを発信・共有

しようとするものです。

※一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、
東北圏（７県）の地域コミュニティ再生や協働の
まちづくりの推進を目的として、大学、ＮＰＯ、
企業、経済団体、行政等が連携したコミュニティ
支援ネットワーク。仙台が本拠地。

● 第56号 ●

「浪江のこころ通信／第56号」への
感想をお寄せください。

【連絡先】〒964－0984 福島県二本松市北トロミ573番地
　「浪江のこころ通信」宛
　　　　　　　　　 FAX.0243（22）4218
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長崎県

「ここに来るまで、心がいっぱいいっぱいでしたが、ゆっくり空や海
を眺めていると、自分の中で何かが大きく変わったことを実感しま
す。浪江の皆さん、決して近い距離ではありませんが、高島へ遊びに
いらっしゃいませんか」
あの日から決して平坦ではなかった道を、音楽と・仲間と共に歩

き、今、典子さんの瞳は、夕陽に染まった高島の海に負けないくら
い輝いています。

吉田　典子さん（川添）
取材者：おおむた・わいわいまちづくりネットワーク　彌永・村上
取材日：12月19日

ゆっくり　生きています

◆
あ
の
日
か
ら
の
こ
と

浪
江
に
住
ん
で
い
た
頃
は
、
川
内

村
と
葛
尾
村
の
中
学
校
で
音
楽
科
の

非
常
勤
講
師
を
し
、
浪
江
の
大
事
な

仲
間
た
ち
と
「
b
a
r
　
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｅ

Ｋ
Ｅ
Ｎ
」
で
語
っ
た
り
、
音
楽
を
聞

い
て
楽
し
ん
だ
り
、
私
が
所
属
す
る

音
楽
グ
ル
ー
プ
（
R
A
I
N
B
O
W 

M
U
S
I
C
）
で
L
I
V
E
を
さ
せ

て
も
ら
っ
た
り
と
、
私
の
生
活
に
は

い
つ
も
音
楽
が
あ
り
ま
し
た
。
だ
け

ど
あ
の
震
災
・
原
発
事
故
が
あ
り
、

友
人
た
ち
も
み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
に
な

り
、
い
ろ
い
ろ
な
事
が
一
変
し
、
自

分
の
中
で
何
も
か
も
の
整
理
が
つ
か

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、

音
楽
が
で
き
な
い
状
況
も
、
音
楽
を

で
き
ず
に
い
る
自
分
自
身
に
も
嫌
に

な
っ
た
時
期
が
続
き
、
自
分
の
心
の

整
理
も
つ
か
な
い
の
に
、
教
壇
に

立
っ
て
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
な

ん
て
で
き
な
い
と
感
じ
、
教
職
か
ら

離
れ
、
自
分
自
身
の
音
楽
の
勉
強

（
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
を
や
り

直
そ
う
と
思
い
ま
し
た
。
技
術
を
磨

く
の
と
同
時
に
、
心
を
整
え
て
い
た

ん
だ
と
思
い
ま
す
。

◆
一
歩
踏
み
出
せ
た
き
っ
か
け

ず
っ
と
私
の
音
楽
を
応
援
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
た
親
友
の
お
父
さ
ん
に

「
お
ま
え
ら
が
歌
わ
な
く
て
誰
が
歌
う

ん
だ
」
と
、
背
中
を
押
し
て
い
た
だ

き
、
仲
間
と
「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ

Ａ
」
と
い
う
曲
を
完
成
さ
せ
、
２
０

１
２
年
12
月
、
縁
あ
っ
て
九
州
ツ

ア
ー
を
組
ん
で
い
た
だ
き
、
福
岡
、

佐
賀
、
長
崎
で
、「
感
謝
」
の
思
い
を

込
め
て
歌
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
流
れ
の
中
で
高
島
を
紹
介

し
て
も
ら
っ
た
の
で
す
。
音
楽
を

や
っ
て
き
た
た
く
さ
ん
の
縁
が
、
私

を
こ
の
島
へ
繋
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
高
島
で
の
生
活

全
校
生
徒
７
名
の
高
島
中
学
校

と
、
隣
の
伊
王
島
の
中
学
校
で
音
楽

科
非
常
勤
講
師
を
や
り
な
が
ら
、
島

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

健
康
維
持
の
た
め
の
合
唱
団
を
作
っ

て
指
導
を
し
た
り
、
音
楽
ラ
イ
ブ
活

動
も
再
開
し
ま
し
た
。
音
楽
と
豊
か

な
自
然
と
温
か
い
人
々
に
囲
ま
れ

て
、
ゆ
っ
く
り
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

私
が
福
島
か
ら
来
た
こ
と
を
島
の

方
々
は
ご
存
知
で
す
け
ど
、
当
時
の

こ
と
を
聞
い
て
く
る
方
は
い
ま
せ

ん
。
原
爆
・
原
発
・
・
・
。
深
く
話

さ
な
く
て
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
の

か
な
、
と
思
い
ま
す
。

◆
こ
れ
か
ら
の
こ
と

こ
こ
に
来
た
当
初
、
島
の
人
か
ら

「
何
で
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
来
た
の
？
」

と
、
よ
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
度
に

私
は
「
え
、
素
敵
な
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い

で
す
か
！
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

確
か
に
「
離
島
」
と
聞
く
と
、
何
も

な
い
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
で
も
何
も

な
い
か
ら
こ
そ
、
自
分
で
何
か
を
見

つ
け
て
何
か
を
や
り
遂
げ
る
事
が
で

き
る
。
そ
こ
が
魅
力
な
ん
だ
と
思
う

ん
で
す
。
島
外
か
ら
来
て
、
そ
し
て

島
内
に
住
ん
で
み
た
か
ら
、
そ
の
こ

と
に
気
づ
け
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

浪
江
も
、
そ
う
。
離
れ
て
初
め
て
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
ど
れ
だ
け
自
分

の
故
郷
は
素
敵
な
場
所
だ
っ
た
か
を
。

そ
し
て
、
当
た
り
前
な
ん
て
存
在
し

な
い
と
い
う
こ
と
を
。
故
郷
へ
の
想

い
が
今
の
私
の
原
動
力
か
と
思
い
ま

す
。『
い
つ
か
何
か
や
れ
る
そ
の
時
の

た
め
に
、
力
を
蓄
え
て
る
ん
だ
』
と
。 

こ
れ
か
ら
も
縁
を
大
切
に
、
自
分

で
選
ん
だ
道
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

▲発売中のＣＤとコンサート終了後
　の仲間たち
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千葉県

震災前、「双葉ギフト」を経営。浪江町と富岡町
に店舗を持ち営業していた石井さんご夫婦。今は、
千葉県成田市に家を新築、夫婦二人で暮らしていま
す。壯明さんのお父さんと妹さんも同じ敷地内に家
を建て、行き来する日々です。

石井　壯明さん・貞子さん（西台）
取材者：ＮＰＯ法人ちば市民活動・市民事業サポートクラブ　鍋嶋
取材日：12月４日

浪江が好きだから

◆
壯
明
さ
ん

震
災
後
、
父
、
妹
、
妻
と
長
男
の

5
人
、
津
島
の
体
育
館
に
一
時
避
難

し
た
後
、
猪
苗
代
の
中
ノ
沢
温
泉
、

燕
三
条
の
ホ
テ
ル
に
避
難
、
取
引
先

の
メ
ー
カ
ー
の
厚
意
で
、
一
軒
家
を

提
供
し
て
も
ら
い
、
3
週
間
ほ
ど
お

世
話
に
も
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

千
葉
県
印
西
市
に
暮
ら
す
叔
母
を

頼
っ
て
、
成
田
市
の
U
R
※

の
団
地

に
入
居
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
4

年
、
3
か
月
前
に
U
R
の
団
地
か
ら

徒
歩
5
分
の
こ
の
場
所
に
新
居
を
建

て
ま
し
た
。
父
と
妹
も
同
じ
敷
地
内

に
建
て
た
家
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

こ
の
土
地
の
元
の
持
ち
主
は
、
い
わ

き
出
身
の
人
、
仲
介
し
て
く
れ
た
不

動
産
屋
さ
ん
は
会
津
出
身
、
偶
然
の

こ
と
で
す
が
、
安
心
で
き
ま
し
た
。

浪
江
と
成
田
は
気
候
が
似
て
い
ま

す
。
温
暖
で
、
雪
が
降
っ
て
も
1
回

か
2
回
、
す
ぐ
に
消
え
て
し
ま
い
ま

す
。
歩
い
て
行
け
る
所
に
大
き
な
病

院
も
あ
り
、
父
が
通
院
す
る
に
も
便

利
で
す
。

「
双
葉
ギ
フ
ト
」
は
、
私
が
30
年

前
に
起
業
、
富
岡
と
浪
江
の
2
か
所

に
店
舗
を
構
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。
成
人
し
た
長
男
も
一
緒
に
仕
事

を
す
る
よ
う
に
な
り
、
代
を
譲
る
の

も
間
も
な
く
と
思
っ
て
い
た
時
に
、

震
災
が
起
こ
り
ま
し
た
。
私
の
代

で
、
浪
江
に
帰
り
営
業
再
開
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
諦
め
、
千
葉
に
家
を

建
て
ま
し
た
。
今
、
浪
江
の
店
舗

は
、
「
思
い
出
の
品
展
示
場
」
と
し

て
町
役
場
に
使
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
考
え
る
と
、
ど

ん
ど
ん
落
ち
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

何
事
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン
グ
で

す
。
お
店
を
や
っ
て
い
た
時
に
は
、

ゆ
っ
く
り
と
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と
な

く
、
営
業
に
走
り
回
っ
て
い
ま
し

た
。
体
調
も
良
く
な
か
っ
た
で
す
。

今
は
、
マ
ラ
ソ
ン
や
合
唱
を
仲
間
た

ち
と
楽
し
む
日
々
。
毎
日
10
㎞
、
家

の
周
辺
を
走
っ
て
い
る
の
で
、
太
目

だ
っ
た
お
腹
も
引
っ
込
み
ま
し
た
。

成
田
空
港
か
ら
は
、
国
内
線
の
運
航

も
多
い
の
で
、
札
幌
で
働
い
て
い
る

長
男
の
所
や
、
旅
行
に
も
気
軽
に
出

か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
貞
子
さ
ん

震
災
前
、
店
舗
管
理
は
私
が
担

当
、
夫
は
営
業
に
走
り
回
っ
て
い
ま

し
た
。
朝
か
ら
晩
ま
で
仕
事
に
追
わ

れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
2
人
の
息
子

た
ち
の
剣
道
の
試
合
を
見
に
行
く
こ

と
も
な
か
な
か
で
き
ず
、
保
護
者
の

仲
間
か
ら
、
結
果
を
教
え
て
も
ら
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
店
舗
が
富
岡

と
浪
江
の
2
か
所
に
あ
り
、
い
つ
も

原
発
の
前
を
通
っ
て
行
き
来
し
て
仕

事
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
こ
と

に
な
る
な
ん
て
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
実
家
の
両
親
は
、
桑
折
町

の
仮
設
住
宅
に
避
難
し
ま
し
た
が
、

介
護
が
必
要
だ
っ
た
父
は
、
一
週
間

後
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
は
、
母
が
一
人
で
南
相
馬
の
仮
設

住
宅
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
も
う
す

ぐ
80
歳
で
す
が
、
元
気
で
い
て
く
れ

る
の
が
何
よ
り
で
す
。

仕
事
に
追
わ
れ
、
震
災
に
遭
い
、

心
身
と
も
に
疲
れ
ま
し
た
。
今
は
、

同
じ
敷
地
内
で
暮
ら
す
義
父
の
面
倒

を
見
な
が
ら
、
夫
と
一
緒
に
、
図
書

館
や
映
画
館
に
行
っ
た
り
、
旅
行
に

出
か
け
た
り
と
、
や
っ
と
自
分
の
時

間
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

◆
浪
江
が
好
き
だ
か
ら

震
災
後
、
長
男
は
以
前
働
い
て
い

た
ギ
フ
ト
メ
ー
カ
ー
か
ら
、
戻
っ
て

働
か
な
い
か
と
、
声
を
掛
け
ら
れ
、

今
は
札
幌
で
働
い
て
い
ま
す
。
「
浪

江
が
好
き
だ
か
ら
、
で
き
る
時
が
来

た
ら
帰
っ
て
店
を
再
開
し
た
い
」
と

息
子
は
言
い
ま
す
。
浪
江
に
は
、
お

墓
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
代
で
は

無
理
で
も
、
息
子
の
代
に
な
っ
た

ら
、
震
災
前
の
よ
う
に
店
舗
営
業
が

で
き
た
ら
と
願
い
ま
す
。
ど
こ
で
暮

ら
し
て
も
、
思
い
出
は
浪
江
に
あ
り

ま
す
。

※
U
R
（
都
市
再
生
機
構
）：

2
0
0
4
年
7
月

に
都
市
基
盤
整
備
公
団
と
地
域
振
興
整
備
公

団
の
一
部
が
一
つ
に
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
独

立
行
政
法
人
。

▲成田で開催された
マラソン大会で３
位に入賞!!

▲

浪江町で開業して
いた時のカタログ
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原発事故後間もなく、広島県安芸郡坂町
の公営住宅に移られた渡部さんご夫婦。ご
主人の洋行さんは寝たり起きたりの生活で
すが、妻の恵子さんはご主人のお世話をし
たり、ご近所さんと話しをしたりと、パワ
フルに日々の生活を送っています。

広島県 渡部　洋行さん・恵子さん（北幾世橋）
取材者：ひろしま市民活動ネットワークHEART to HEART　竹内・中倉
取材日：12月15日

自由に暮らしています！

◆
亀
ち
ゃ
ん
の
こ
と

亀
ち
ゃ
ん
（
12
月
１
日
号
掲
載
の

吉
田
亀
雄
さ
ん
）
に
は
随
分
前
か
ら

良
く
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
。
お
父

さ
ん
（
洋
行
さ
ん
）
と
仕
事
の
同
僚

だ
っ
た
か
ら
、
前
か
ら
仲
良
し
。
普

段
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
や
り
と
り
し
て

る
。
昨
年
は
、
亀
ち
ゃ
ん
と
身
体
が

不
自
由
な
お
父
さ
ん
と
私
で
黒
部
ダ

ム
へ
行
き
ま
し
た
。
亀
ち
ゃ
ん
に
段

取
り
し
て
も
ら
っ
て
、
景
色
も
良

か
っ
た
し
（
紅
葉
は
ま
だ
だ
っ
た
け

ど
）、
と
て
も
良
い
旅
で
し
た
よ
。
俳

句
ま
で
作
っ
ち
ゃ
っ
た
。

「
秋
日
和
　黒
部
の
旅
路
　友
の
蔭
」

◆
坂
町
に
来
て
か
ら
の
こ
と

次
男
が
自
衛
隊
に
い
た
縁
で
、
原

発
事
故
後
の
３
月
下
旬
に
は
現
在
の

住
宅
に
入
居
し
ま
し
た
。
当
初
は
近

く
の
お
好
み
焼
き
屋
で
働
い
て
い
た

け
ど
、「
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た

時
、
福
島
の
人
は
何
も
し
て
く
れ
な

か
っ
た
か
ら
（
お
好
み
焼
き
は
）
食

べ
な
い
よ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
そ
の
後
辞
め
ま
し
た
。
今
は
お

父
さ
ん
の
お
世
話
と
家
事
を
し
て
い

ま
す
。
ず
っ
と
自
宅
に
居
る
の
で
、

団
地
ア
パ
ー
ト
の
住
民
を
自
宅
に
招

い
て
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
喋
っ
て
る

の
。
玄
関
に
は
ち
ゃ
ん
と
表
札
を
出

し
て
、
扉
は
開
放
し
て
、「
お
茶
し
な

い
？
」
っ
て
声
を
か
け
る
わ
け
。
時

に
は
「
な
ん
で
扉
を
開
け
て
お
く

の
？
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
け

ど
、
浪
江
で
は
当
た
り
前
だ
っ
た
か

ら
。
今
で
は
団
地
の
こ
と
は
全
部
わ

か
る（
笑
）。
長
男
は
２
年
前
に
結
婚

し
て
、
矢
野
（
広
島
市
安
芸
区
）
に

い
ま
す
よ
。

浪
江
に
も
帰
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
。
東
電
へ
の
書
類
を
提
出
し
に
行

か
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
相
談
も
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の

で
。
だ
け
ど
お
父
さ
ん
の
お
世
話
も

あ
る
の
で
、
移
動
だ
け
で
も
大
変
で

す
。

◆
浪
江
の
我
が
家
の
こ
と

我
が
家
は
放
射
線
量
が
高
く
て
、

と
て
も
住
め
な
い
。
東
電
の
Ｇ
Ｍ
計

数
管
で
計
測
す
れ
ば
わ
か
る
ん
だ
け

ど
、
誰
か
計
っ
て
く
れ
な
い
か
な

あ
。
こ
の
線
量
で
は
到
底
住
め
る
わ

け
が
な
い
の
で
、
で
き
れ
ば
土
地
を

買
っ
て
も
ら
い
た
い
。
廃
棄
物
を
埋

め
て
も
ら
っ
て
も
い
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
近
く
の
人
は
浪
江
に
帰
り
た

い
と
言
っ
て
い
る
け
ど
、
帰
っ
て
も

水
は
飲
め
な
い
し
、
住
む
環
境
は
整

わ
な
い
で
し
ょ
う
。
自
宅
の
写
真
は

持
っ
て
き
て
い
る
け
ど
、
見
る
の
は

つ
ら
い
で
す
（
そ
の
後
、
自
宅
は
本

年
１
月
に
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
）。

今
年
９
月
に
は
復
興
住
宅
が
出
来

る
予
定
で
、
既
に
当
選
し
て
い
る
の

で
、
帰
れ
る
な
ら
（
健
康
で
い
ら
れ

る
な
ら
）
帰
り
た
い
け
ど
…
。
も
し

帰
っ
た
ら
、
う
ち
で
お
茶
を
飲
み
ま

し
ょ
う
、
浪
江
の
み
な
さ
ん
！

▲お二人並んで笑顔のツーショット！
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宮城県

震災前は、消防署近くで商店を経営されていた鈴木さん。その後、仙台市に移り
住み、現在は仙台市太白区に新築した自宅に、夫婦二人で暮らしています。震災か
ら約５年経つ今だからこそ、「絆」を大切に未来につなげていきたい、という強い
思いをお持ちになっています。

鈴木　　司さん・みよ子さん（幾世橋）
取材者：地域社会デザイン・ラボ　遠藤
取材日：12月14日

お互いに遠慮せず、絆を深め合いましょう！

◆
久
々
の
再
会

つ
い
先
日
、
福
島
に
知
人
に
会
い

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
震
災
前
に
毎

日
お
店
に
お
越
し
く
だ
さ
っ
て
い
た

方
が
今
は
お
元
気
か
な
、
ど
う
さ
れ

て
い
る
か
な
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

ま
た
、
浪
江
の
同
級
生
で
あ
る
無
二

の
親
友
た
ち
と
も
再
会
し
て
き
ま
し

た
。
昔
話
が
尽
き
な
く
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
、
ま
わ
り
を
見
渡
し
て
み
て
感
じ

る
の
は
、「
絆
」
が
薄
れ
て
き
て
い
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、
と
い
う
こ
と
。

会
い
た
い
・
今
ど
う
し
て
い
る
の
か

な
、
と
思
っ
て
は
み
る
も
の
の
、
お

互
い
に
遠
慮
し
て
「
会
お
う
」
と
い

う
一
言
が
伝
え
に
く
く
な
っ
て
い
る

な
と
感
じ
ま
す
。

宮
城
県
に
は
約
7
0
0
人
の
浪
江

町
民
が
暮
ら
し
て
い
て
、
花
見
や
お

茶
会
を
有
志
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
予
定
が
合
う
時
は
参
加
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
ゆ
る
い
繋

が
り
が
継
続
し
て
、
さ
ら
に
お
互
い
が

元
気
づ
け
合
え
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

我
が
家
は
常
磐
自
動
車
道
路
の
名

取
イ
ン
タ
ー
か
ら
車
で
５
分
な
の

で
、
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
、
お

気
軽
に
ぜ
ひ
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
現
在
の
普
段
の
暮
ら
し

自
宅
を
新
築
し
た
の
は
平
成
26
年

７
月
。
以
前
住
ん
で
い
た
集
合
住
宅

か
ら
遠
く
な
い
の
で
環
境
に
も
慣
れ

ま
し
た
。
近
く
に
は
、
知
り
合
い
や

同
級
生
、
親
族
も
住
ん
で
い
る
の
で

安
心
で
す
。
庭
に
は
、
小
さ
な
菜
園

を
作
り
、
野
菜
の
成
長
や
収
穫
を
楽

し
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
一
緒
に

暮
ら
し
て
い
た
息
子
は
、
仕
事
の
た

め
現
在
は
原
町
に
住
ん
で
い
ま
す
。

私
（
　
司
さ
ん
）
は
、
何
か
や
っ

て
い
な
い
と
余
計
な
こ
と
を
考
え
て

マ
イ
ナ
ス
思
考
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、
趣
味
を
楽
し
む
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
海
釣
り
、
パ
ソ
コ
ン
、
プ
ー

ル
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
散
歩
な

ど
。
私
（
み
よ
子
さ
ん
）
は
、
夫
と

一
緒
に
散
歩
に
出
か
け
る
の
が
楽
し

み
。
以
前
は
一
時
体
調
を
崩
し
た
時

期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
元
気
に

過
ご
し
て
い
ま
す
。
浪
江
で
暮
ら
し

て
い
た
時
よ
り
も
、
だ
い
ぶ
ス
ロ
ー

に
な
り
ま
し
た
ね
。

◆
浪
江
に
帰
っ
た
ら
「
お
茶
飲
み
の

場
」
を

今
、
私
た
ち
は
ゆ
く
ゆ
く
は
浪
江

に
帰
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

ず
、
戻
れ
る
私
た
ち
が
暮
ら
し
始
め

れ
ば
、
今
後
若
い
世
代
の
人
た
ち
も

戻
っ
て
き
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

浪
江
の
自
宅
は
、
お
店
は
壊
さ
ず

に
住
居
の
平
屋
部
分
を
建
て
替
え
よ

う
か
と
検
討
中
。
自
宅
は
復
興
拠
点

に
な
る
役
場
の
近
く
に
あ
る
の
で
、

知
り
合
い
な
ど
に
気
軽
に
立
ち
寄
っ

て
も
ら
え
る
「
お
茶
飲
み
場
」
な
ど

が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
妻

（
み
よ
子
さ
ん
）
は
、
人
の
顔
を

し
っ
か
り
と
覚
え
て
い
て
人
当
た
り

も
良
い
の
で
、
お
茶
飲
み
場
が
雰
囲

気
の
い
い
空
間
に
な
る
の
で
は
、
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
し
て
、
浪
江
町
の
復
興

計
画
が
「
絵
に
描
い
た
餅
」
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
町
や
町
民
の
復
興
の

た
め
に
協
力
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

▲新築した自宅のリビングルームで
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なりすまし詐欺にご注意ください

息子や孫を名のるオレオレ詐欺被害が多発しています

－双葉警察署からのお願い－

　電話で「のどが痛い」「携帯電話番号が変わった」「バッグをなくした」「会社の金を使い込んだ」
「不倫して示談金が必要だ」などと話してくるのは詐欺ですので、十分注意してください。
　警察では被害防止のため、次の点について注意を呼びかけています。

●普段から実の息子さんと「合い言葉」を決めておく。
●留守番電話機能を活用し、電話の相手を確認してか
　ら電話に出る。
●金を請求する電話は、信用しないですぐ切る。
●電話を切ったら、すぐ警察や家族等に通報、相談する。

双葉警察署（楢葉町）
0240（25）1500

浪江分庁舎（浪江町）
0240（34）2141

不審な電話などがあったら、すぐ
110番か警察署へ通報してください。
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